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問 文化交流課文化遺産班　☎22-9143

　市内に初めてまちづくり運営協議会が設立さ
れてから11年目を迎えました。各まちづくり運
営協議会は、協働によるまちづくりの推進のた
め、さまざまな活動に取り組んでいます。
　今回のトークセッションでは「協働によるまち
づくりの輪」を広げ、次世代へとつなげていくた
めのアイディアを皆で共有します。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
○事例報告　津吉まち協、生月まち協、野子ま
　ち協、筑波・麗澤大学
○トークセッション　梅元建治氏（一般財団法
　人ナガサキベイデザインセンター代表理事）
○主　催　平戸市

◆まちの輪（協働によるまちづくりトークセッション）

平戸市未来創造館２階会議室ところ

と　き １月25日（土）午後２時～午後４時

vol.１

　古代（律令時代）の平戸は、肥前国松浦郡庇羅郷
に属し庇良島と呼ばれていました。（島全体を指すの
か、現在の平戸港周辺を指すのかは不明）
　そして、1228年の関東裁許状案という史料に、初
めて「平戸」の記述があらわれ、このころから徐々に
島全体を指す名称に変化したと考えられています。
　その由来は、古代の「ひら」島の「と」（瀬戸や鳴門
の「と」、狭い海峡を指す語）に由来するという説と、
「津」の転訛で、「平の津」が変化したものとも言われ
ています。後年、松浦静山は著書「甲子夜話」で、
「平戸の平を庇羅から、戸を庇羅島と肥前の陸地との
門からの由来」と解釈しています。
　余談ですが、16世紀半ばから西洋の船が来航する
と「平戸」は「Firando」として西洋に紹介され、古地
図にその名を刻むことになります。

「平戸」の由来　

　平戸市の自然や文化、歴史的遺産の魅力を紹介

平戸学講座

※掲載しているイベントの開催については、変更となる場合があります。

企画課地域振興班　☎22-9105問

まち協トピックス １月のイベント情報などをピックアップ
１月のまち協の取り組みにご注目ください！

ホームページ インスタグラム YouTube

http://www.hirado-lib.jp
スマートフォンなどから二
次元コードを読み込んで簡
単にアクセスできます。

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

会　場 開 催 時 間主 な イ ベ ン ト
おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（未来創造館ホール）
『赤ちゃんに乾杯！』(フランス：107分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）
■今月の出演は、「パヤラ松尾＆椎木英子」
友情出演「微笑まり、門屋尚山」のみなさん
です。（予定）どうぞお楽しみに。

おはなし会（永田記念図書館）

脳トレ教室（永田記念図書館）
永田記念図書館

今月の休館日　平戸図書館：年末年始12月28日（土）～１月３日（金）蔵書点検 １月27日（月）～２月９日（日）
　　　　　　　永田記念図書館：年末年始12月28日（土）～１月３日（金）・７日（火）・21日（火）・26日（日）・28日(火)
　　　　　　　　　　　　　　　蔵書点検 １月13日（月・祝）～18日（土）

毎週日曜 午後２時～

８日（水）・22日（水）  午前10時30分～

18日（土）・23日（木）　午後２時～

25日（土） 午後７時～

4日（土）・11日（土）・25日（土）午後２時～

6日（月）・20日（月）・27日（月）午前10時～

※随時変更すること
　があります。

『物語のある月の図鑑』
著／ペズル
科学監修／浦智史
出版社／三才ブックス 

『藤井聡太ものがたり
　ぼくは将棋で世界をえがく』
おはなし／藤井聡太
絵／山田花菜　文／山本省三
監修／日本将棋連盟
出版社／世界文化ワンダーグループ
　　　　世界文化社（発売）

『へびのニョロリンさん』
ぶん／富安陽子
え／長谷川義史
出版社／童心社

『対馬の海に沈む』
著／窪田新之助
出版社／集英社

毎日、少しずつ姿を変えなが
ら夜空に輝く月。身近な天体
として親しまれ、古今東西の
人々が仰ぎ見、語り継いでき
た月にまつわる切ない神話や
不思議な伝説、気になる歴史
などが、美しい写真とともに
紹介されています。

『日比野豆腐店』
著／小野寺史宜
出版社／徳間書店

三代目店主を失った家族経営
の「日比野豆腐店」。辛いこと、
悲しいことがあっても、ひた
むきに前を向いて生きる日比
野家。日常のさりげない出来
事に、ほんのりとした幸せを
感じさせてくれる心温まる家
族小説です。

トメばあさんとへびのニョロ
リンさんは、一緒にごはんを
食べて、お散歩して、毎日ほ
のぼの過ごしていました。と
ころがある夜だれかがやって
きて…。今年の干支「巳」の
「ニョロ語」が楽しい絵本です。

ただ将棋が好きだから、悔しさ
や喜びを越えて将棋盤に向き
合ってきた―。最年少で棋士に
なり、多くの記録を打ち立てて
いる藤井聡太の物語。

『キャラ絵で学ぶ！
　江戸の暮らしと文化図鑑』

江戸時代の生活の仕方や、当時
の流行をわかりやすく解説。現
代よりＳＤＧｓな暮らしに、江
戸のすごさが伝わります。

人口わずか３万人の長崎県の離
島で、「ＪＡの神様」と呼ばれた
男が溺死した。彼には横領の疑
惑があった…。第22回開高健ノ
ンフィクション賞受賞作！

文／千羽ひとみ　
監修／伊藤賀一
絵／いとうみつる
出版社／すばる舎

平戸学オンライン

ひらごう

てんか

かっしやわまつら　 せいざん

かんとうさいきょじょうあん

ひら

フィランド

と

「東インド会社遣日使節紀行」（モンタヌス著）の版画写
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